
１４．災害・事故時の対応等１４．災害・事故時の対応等

平成平成１９年４月２１日１９年４月２１日資料資料

写真：大型ヘリカル装置（ＬＨＤ）の真空容器内部

補助補助資料資料



現在の対応・体制現在の対応・体制

実験日の朝、実験前ミーティング開催

↓

左のような予定表（ホームページで公
開）で、実験目的、条件、手順等を打
ち合わせ

災害・事故時の役割を記載
↓

実験前ミーティングで必ず確認

実験期間中に火災等を想定して最低年
１回訓練を実施

＋

研究所全体で災害訓練を年１回実施
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現在の 火災マニュアル 

発報は、本体室   か それ以外 
    本体地下室 

火災 本体室、本体地下室 

１．火災発生確認 

２．連絡（消防等） 

加熱機器停止 

ＶＣＢ遮断 

減磁 

３．火元確認 

４．火元のＶＣＢ遮断確認 

５．初期消火 

６．消防誘導 
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火災報知器発報 （実験は自動的に停止） 

 

１．火災発生確認 

実験責任者 制御室連絡員Ｂに現場確認指示 

 （アナウンス）本体室で火災報知器が動作しました現在

カメラで確認中 

制御室連絡員Ｂ カメラで現場確認 

 報告：火災を本体室○○付近で確認しました 

 

２．連絡（消防等）、加熱機器停止、ＶＣＢ遮断、減磁 

実験責任者 制御室連絡員Ａ、制御室連絡員 Bに連絡を指示 

 （アナウンス） 

 本体室○○付近で火災を確認、ガスを詰めて磁場を立ち

下げる準備に入ってください 

 すべての加熱装置はコンディショニングを停止してく

ださい 

 本体室○○付近の機器のＶＣＢを遮断してください 

 連絡に無線を携帯してください 

制御室連絡員Ａ 防災センタ、危機管理班、総主幹の順に連絡 

（防災センタ 消防、管理部担当者に連絡、消防を本体棟まで誘導） 

（管理部担当者 自治体、研究所連絡網に連絡） 

制御室連絡員 B 現場責任者、現場連絡員、運転員を南側扉に派遣 

現場責任者 本体棟付近から消防を誘導するよう、運転員等に指示 

電源系統把握 該当ＶＣＢの選択と安全性の碓認 

 該当ＶＣＢの遮断指示と碓認 

2070        2100         2200 

2445 

2445 
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 報告：該当ＶＣＢ切断終了 

ガス担当 ガス詰め 

 報告：ガス圧が１Ｐａを超えました 

実験責任者 （アナウンス）減磁開始 

磁場担当者 減磁開始 

実験責任者 （アナウンス）本体室南側扉を開けてください、指示が

あるまでは入室禁止です 

 （カメラで状況を確認し、必要に応じて）初期消火補助

のため、所員は本体室南側扉前に集合してください 

制御室連絡員 B 現場連絡員に南側扉開の指示 

 入退室担当運転員に入退室管理装置を入室可とするよ

う指示 

現場連絡員 現場責任者に連絡 

現場責任者 現場の判断も加えて、運転員等に南側扉開を指示 

運転員等 南側扉開 

 

３．火元確認 

磁場担当 報告：磁場が０．４５テスラを切りました 

実験責任者 （アナウンス） 

 磁場が０．４５テスラ以下、真空度は１Ｐａ以上、Ｘ線

が発生する可能性なし 

 入室を許可 

制御室連絡員Ｂ 現場連絡員に入室許可を指示 

現場連絡員 現場責任者に連絡 

現場責任者 現場の状況を判断して、危機管理班に入室を許可 

危機管理班 入室 

2445 

2445 
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危機管理班 火元確認 

 報告：○○が火災 

 要請：○○のＶＣＢが遮断されているか確認願います 

 

４．火元ＶＣＢ遮断確認 

現場責任者 現場連絡員に火元と火元ＶＣＢ遮断確認の連絡を指示 

現場連絡員 制御室連絡員 Bに連絡 

制御室連絡員 B 実験責任者に連絡 

実験責任者 （アナウンス） 

 火元は○○ 

 電源系統把握、○○のＶＣＢは遮断されているか 

電源系統把握 報告：○○のＶＣＢは遮断されています 

実験責任者 （アナウンス）危機管理班、○○のＶＣＢ遮断を確認 

制御室連絡員 B 現場連絡員に連絡 

現場連絡員 現場責任者に連絡 

現場責任者 危機管理班に連絡 

 

５．初期消火 

現場責任者 現場の状況を判断 

 危機管理班に初期消火を指示 

 (必要に応じて)危機管理班以外の所員に初期消火補助

を指示 

危機管理班 初期消火 

 

 

2445 
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６．消防誘導 

運転員等 消防の誘導 

現場責任者 消防の誘導、状況・消火条件等の説明 

＆危機管理班 

消防 消火活動  

 

鎮火 

 

以上 
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火災マニュアル 

発報は、本体室   か それ以外 
    本体地下室 

火災 本体室＆本体地下室 以外 

１．火災発生確認 

２．連絡（消防等） 

加熱機器停止 

ＶＣＢ遮断 

減磁 

３．火元確認 

４．火元ＶＣＢ遮断確認 

５．初期消火 

６．消防誘導 
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火災報知器発報 （実験は自動的に停止） 

 

１．火災発生確認 

実験責任者 制御室連絡員Ｂに現場確認指示 

 （アナウンス）○○室で火災報知器が動作しました現在

カメラで確認中 

制御室連絡員Ｂ カメラで現場確認 

 報告：火災を○○室○○付近で確認しました 

 

２．連絡（消防等）、加熱機器停止、ＶＣＢ遮断、減磁 

実験責任者 制御室連絡員Ａ、制御室連絡員 Bに連絡を指示 

 （アナウンス） 

 ○○室○○付近で火災を確認、ガスを詰めて磁場を立ち

下げる準備に入ってください 

 すべての加熱装置はコンディショニングを停止してく

ださい 

 ○○室○○付近の機器のＶＣＢを遮断してください 

 連絡に無線を携帯してください 

 （カメラで状況を確認し、必要に応じて）初期消火補助

のため、所員は○○室付近に集合してください 

制御室連絡員Ａ 防災センタ、危機管理班、総主幹の順に連絡 

（防災センタ 消防、事務担当者に連絡、消防を本体棟まで誘導） 

（事務担当者 自治体、研究所連絡網に連絡） 

制御室連絡員 B 現場責任者、現場連絡員、運転員を○○室付近に派遣 

現場責任者 本体棟付近から消防を誘導するよう、運転員等に指示 

2070        2100         2200 

2445 

2445 
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電源系統把握 該当ＶＣＢの選択と安全性の碓認 

 該当ＶＣＢの遮断指示と碓認 

 報告：該当ＶＣＢ切断終了 

ガス担当 ガス詰め 

 報告：ガス圧が１Ｐａを超えました 

実験責任者 （アナウンス）減磁開始 

磁場担当者 減磁開始 

 報告：磁場が０．４５テスラを切りました 

実験責任者 （アナウンス） 

 磁場が０．４５テスラ以下、真空度は１Ｐａ以上 

 

３．火元確認 

現場責任者 現場の状況を判断して、危機管理班に入室を許可 

危機管理班 入室 

危機管理班 火元確認 

 報告：○○が火災 

 要請：○○のＶＣＢが遮断されているか確認願います 

 

４．火元ＶＣＢ遮断確認 

現場責任者 現場連絡員に火元と火元ＶＣＢ遮断確認の連絡を指示 

現場連絡員 制御室連絡員 Bに連絡 

制御室連絡員 B 実験責任者に連絡 

実験責任者 （アナウンス） 

 火元は○○ 

2445 

2445 
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 電源系統把握、○○のＶＣＢは遮断されているか 

電源系統把握 報告：○○のＶＣＢは遮断されています 

実験責任者 （アナウンス）危機管理班、○○のＶＣＢ遮断を確認 

制御室連絡員 B 現場連絡員に連絡 

現場連絡員 現場責任者に連絡 

現場責任者 危機管理班に連絡 

 

５．初期消火 

現場責任者 現場の状況を判断 

 危機管理班に初期消火を指示 

 (必要に応じて)危機管理班以外の所員に初期消火補助

を指示 

危機管理班 初期消火 

 

６．消防誘導 

運転員等 消防の誘導 

現場責任者 消防の誘導、状況・消火条件等の説明 

＆危機管理班 

消防 消火活動  

 

鎮火 

 

以上 

 

 

2445 
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重水素実験時 地震マニュアル の例 

震度７未満 か ７以上 か 

 

震度７未満 

１．連絡 

  加熱機器停止 

 本体室・本体地下室以外の
点検 

２．減磁 

  本体室入室条件確認 

３．本体室・本体地下室点検 

４．トリチウム設備、RI 保管施 
設等の異常 
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地震発生 （実験は自動的に停止） 

 

１．連絡、加熱機器停止、本体室・本体地下室以外の点検 

実験責任者 制御室連絡員Ａ、Ｂに地震発生時の連絡を指示 

 （アナウンス） 

 地震で実験が停止しました 

 すべての加熱装置はコンディショニングを停止してく

ださい 

 磁場を立ち下げる準備に入りますので、真空、低温、磁

場電源の担当者は、直ちに現状を報告してください 

 本体室以外の機器は、直ちに点検をして結果を報告して

ください、本体室内の機器は、許可があるまで待機願い

ます 

制御室連絡員Ａ 放射線管理室長、防災センタ、危機管理班、総主幹の順

に連絡 

（防災センタ 管理部担当者に連絡） 

（管理部担当者 研究所連絡網に連絡「地震により実験停止」） 

制御室連絡員Ｂ 本体棟管理区域責任者に連絡 

 現場責任者、現場連絡員、運転員、機器担当者を本体室

南側扉に派遣 

放射線管理室長 放射線取扱主任者へ連絡 

 トリチウム関連設備を担当者に指示して点検 

 特に、ＲＩ保管施設等の点検結果を随時実験責任者に報

告 

危機管理班 制御室に集合し、待機 

放射線取扱主任者 必要に応じて、放射線管理室長に指示を与える 
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２．減磁（機器正常時）、入室条件確認 

真空、低温、 報告：正常に機能しています 

磁場電源の担当者  

実験責任者 真空排気装置とベルジャー間のゲートを開にしてくだ

さい 

 （アナウンス）真空容器にガスを詰めてください 

真空排気担当 真空排気装置とベルジャー間のゲートを開にしました 

ガス担当 報告：ガス圧が１Ｐａを超えました 

実験責任者 （アナウンス）減磁開始 

実験責任者 入退室管理装置で入室時間をチェック 

 本体棟管理区域責任者と本体室入室を打ち合わせ 

  入退室担当運転員に入退室管理装置を入室可とするよ

う指示 

 南側扉を開けるよう指示 

制御室連絡員 B 現場連絡員に南側扉開を連絡 

現場連絡員 現場責任者に連絡 

現場責任者 現場の判断を加えて、南側扉を開ける指示 

運転員等 南側扉を開ける 

磁場担当 報告：今磁場が０．４５テスラを切りました 

実験責任者 （アナウンス） 

 磁場が０．４５テスラ以下、真空度は１Ｐａ以上です、

これでＸ線が発生する可能性はなくなりました 

 入退室管理装置で○○時間入室可能であることを確認、

本体棟管理区域責任者と打ち合わせました 

 

 



 14

２．減磁（例えば、磁場電源が停止した時）、入室条件確認 

真空、低温、 報告：磁場電源は停止、真空、低温は正常に稼動してい 

磁場電源の担当者    ます 

実験責任者 真空排気装置とベルジャー間のゲートを開にしてくだ

さい 

 （アナウンス）磁場電源を切り離し、抵抗により減磁を

行う準備をしてください 

磁場担当者 報告：準備できました 

実験責任者 （アナウンス）減磁開始 

実験責任者 入退室管理装置で入室時間をチェック 

 本体棟管理区域責任者と本体室入室を打ち合わせ 

  入退室担当運転員に入退室管理装置を入室可とするよ

う指示 

 南側扉を開けるよう指示 

制御室連絡員 B 現場連絡員に南側扉開を連絡 

現場連絡員 現場責任者に連絡 

現場責任者 現場の判断を加えて、南側扉を開ける指示 

運転員等 南側扉を開ける 

磁場担当者 報告：減磁完了 

実験責任者 （アナウンス） 

 減磁が完了しました。 

 入退室管理装置で○○時間入室可能であることを確認、

本体棟管理区域責任者と打ち合わせました 
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３．本体室・本体地下室の点検 

制御室連絡員 B 現場連絡員に入室条件を連絡 

現場連絡員 現場責任者に入室条件を連絡 

現場責任者 放射線取扱主任者と相談し、運転員、機器担当者等の本

体室・本体地下室入室を許可 

放射線取扱主任者 入室者の管理 

機器担当者 入室、機器点検 
運転員 報告：○○異常ありません 

現場責任者 現場連絡員に随時連絡を取らせる 

現場連絡員 制御室連絡員 Bに○○異常なしと報告 

制御室連絡員 B 実験責任者に報告 

放射線管理室長 報告：トリチウム設備に異常ありません 

 

４．トリチウム設備、RI 保管施設等の異常 

放射線管理室長 報告：異常あり、異常は○○○○○です 

実験責任者 放射線取扱主任者、管理区域責任者と対応を協議 

 危機管理班を異常が発生した機器、設備等に派遣し、緊

急対応を行わせる 

 所長、研究総主幹、放射線取扱主任者、安全衛生推進部

長、放射線管理室長の内、研究所に居合わせたメンバー

と「緊急通報を要する事項」に該当するか否かを協議 

該当すると判断した場合 

実験責任者 管理部担当者に連絡 

（管理部担当者 自治体に緊急通報） 
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地震マニュアル 

震度７未満 か ７以上 か 

 

震度７以上 

震度７未満のマニュアルが適用可

の場合これを適用 

 

それ以外の場合、最低限下記の点

検・対応を実行する 

１．連絡 

 本体室・本体地下室以外の
点検 

２．トリチウム設備、RI 保管施 
設等の異常 
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地震発生 （実験は自動的に停止） 

 

１．連絡、本体室・本体地下室以外の点検 

実験責任者 制御室連絡員Ａ、Ｂに震度７以上の地震発生時の連絡を

指示 

 （アナウンス） 

 地震で実験が停止しました 

制御室連絡員Ａ 放射線管理室長、防災センタ、危機管理班、総主幹の順

に連絡 

（防災センタ 管理部担当者に連絡） 

（管理部担当者 研究所連絡網に連絡「地震により実験停止」） 

制御室連絡員Ｂ 本体棟管理区域責任者に連絡 

放射線管理室長 放射線取扱主任者へ連絡 

 トリチウム関連設備を担当者に指示して点検 

 点検結果を実験責任者に報告 

危機管理班 制御室に集合し、待機 

放射線取扱主任者 必要に応じて、放射線管理室長に指示を与える 
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２．トリチウム設備、RI 保管施設等の異常 

放射線管理室長 報告：異常あり、異常は○○○○○です 

実験責任者 放射線取扱主任者、管理区域責任者と対応を協議 

 危機管理班を異常が発生した機器、設備等に派遣し、緊

急対応を行わせる 

 所長、研究総主幹、放射線取扱主任者、安全衛生推進部

長、放射線管理室長の内、研究所に居合わせたメンバー

と「緊急通報を要する事項」に該当するか否かを協議 

該当すると判断した場合 

実験責任者 管理部担当者に連絡 

（管理部担当者 自治体に緊急通報） 

 

以上 

 

 


